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I m p o r t e d  H o u s e  I n d u s t r i e s

輸入住宅の普及促進と豊かな住生活のために

当団体は、1 9 9 5 年設立の任意団体「輸入住宅産業協議会j の事

業を引き継ぎ、2 0 1 3 年1 0 月に「一般社団法人輸入注宅産業協会」

として設立、新たな活動を開始いたしました，

前身の団体発足時は、日本の貿易収支力( 大幅な黒宇となり欧米

を中心に輸出人のバランス解消という経済的背景もあって急激

な円高が進む中、輸入促進事業が政府の補正予算事業で組まれ、

特に海外の自剃車と住宅の2 業種で輸入促進するという方針が

出されました一,

輸入するf 主宅に問しては、輸入促進事業の核となる産業レベル

のM 体として輸入住宅産業協議会とJ  E T R O ( 現: 日本貿易振

興機描）が捕正予算事業を推進することとなりまし于し. この事業

は5 年問続けられ海外の梃れた建築工法や建築資M ・設備等の

導人が行われ、輸入住宅は国内に年間7 千戸~ 1 万卜の需要が創

造され輸入f 主宅座業としての基盤を築く大きな要因となったの

です, - ,

また1 り9 5 年1 月に起きた阪神淡路大震災をきっかけに作宅の

耐霞性能や性能全般について昆直しされるようにもなりました。

耐霞描造の見直し、断熱・気密性能の向上等が挙げられますが、

これも輸入注宅寸} ; ' 性能についての評価を上げた理由の一" つだつ

たと考えられます。

日本の注宅様式は，在来・ブレハブ. ツーバイフォー. R C .

鉄骨. ログ、、ウス等の多椛な上法が混件していますが、注牛活面

においても、多樺: 多嫌なライフスタイルへ広がってきています, .

二のような状況の巾で輸人注宅での甚らし方も選択肢の・. つと

なってきたといえるでしよう。

一般社団法人としてのスタート

2 0 0 4 年に（一社）注宅生産団体辿合会に加盟し、

以来、住宅政策や法改正・注宅税制等について政府

への要望活動等へ夢画するようになりました。ま

た，そのほかに多様な対外活動力必要になってき

たこともあり. 団体としての寅任と社会的き; 川度

をi ' m ! めるb i 的で任; S L 1 I 体から一般社団; 去人への〒る

行を決めました、

前団休名の末尾は、協議会となっていましたが、

確たる業界団体とするため、産業レベルの唯一の

団⑷として協会といたしました. - .

当E l 体の会S は，輸K f t 宅を捉供する企業や輸
入f 主宅を取り巻く資材・設備等に問わる企業のほ

か海外の設計思想やライフスタイルの浸透を推進

する法人など幅広い会の構成となっています。

今後む輸人f t 宅産業の発展と豊かな住生活の実

現をR 指す団体として尽力していく所存です。
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（一社）輸入住宅産業協会

会長　村井秀壽



O r g a n i z a t i o n

日本の住宅として定着した輸入住宅

今や輸人f 主宅は、一部の熱烈なファンに支えられる時代から、住宅を考えるすべての人にとって魅力的な選択肢のひ

とつとなりましたもはや輸入住宅というより、「個性豊かな斬しい日本の家」といったほうがよいのかもしれません、

I  n 美しい街並みや景観づくりに寄与します

輸入f t 宅は，| 次米諸国において畏い歴史を経て? ん

練されたU 統的デぜインをモ+ —  フにしており、制

性的でオリジナリティにあふれています。これらの

特性を牛. かし、ゆとりある環境や美しい街並みづく

[ ) に貢献しま寸：

I 新しい住文化を創造します

住宅の資産価値が叫ばれていますが、良寿命の輪

入住宅は、美しい街並みづくり・都市づく 〇ととも

に、天然行源の保護や産茉廃斑物の削減にも大きく

H 献します。また、将米の既存注宅( . 中古住宅）流通

の基盤ともなり、ひいては日本の新しい住文化の剖

造にも宵与・します-

今や高断熱・高' X 密・バリアフリーといったこと

は住宅にとってあたりまえとなりましたが、まだまだ

次世代省エネ堪準レベルの浸透は不完全といえます. !
家中温度』のない快過空間づくり. 有機化合物（V 0

C ) に胃されない健康的な室P d 環境づくり、そして地

球環境への負荷軽減など高性能な住まいの提供に符

  勺・します, . I

・輸入住宅の定義

「海外の; ^ m 想によろ什. 宅を. 仔宅1 戸分として資付別

輸入苦しくはパーソケージ輸人又は1 1 . 1 」悍ほの輪人資w ・部

品を閉いて述設したもの」とした、

りリ十つ々, m とけ. 口 i k : ' 、i i  r . ・ハ’; ' り卯？卜< f し？I I い' リに・い' 1 モ
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O r g a n i z a t i o n
ライフスタイルプランナー（L S P ) 資格試験制度とは

近年、住まい手のニーズは. t 1 、激に多様化してまいりました.

輸ん注宅を導人促進する大きな埋巾のひとつは、海外の設計思想や住竹宇を導人することで，より豊かな注生活を提供す

ることであります。
U 分が輸入住宅を迷てるときビんな生活を夢昆るか？

そんなお悌のニーズi こ応えられる過叫な知識を持ったアドバ1 ・ザーの養成が必要

となったわけです, .

モこで，侘宅業界では初めてのラ1 ・フスタイルブラン+ — ( L S P ) 行格試験制度を辿向

制度としてi りり8 ( | てに始めました、既に累計で約s . f ) ( 川名のね資恪若となっています. - .

主に輸ペf t 宅問係の設計士や宮寬、イン干リアコーデイネーター等の方が受験されて

いますが、これからは，輸入f 主宅に限らず住宅咤業令般の資格としてその甫兜性を茫郎で

きれは' と考えているところです. .

糊会・|  S P W 格雛成飜秀者表彰式

・ L S P 資格取得者数の推移（累計)

( 人）8 0 0 0

7 0 0 0

6 0 0 0

5 0 0 0

基礎試験合格者

B 上級試験合格者 5 , 5 8 8
5 , 9 7 9

6 , 2 5 5
6 . 5 2 0

6 , 7 7 7  7 ' 0 3 2
7 , 3 4 9  7 , 4 5 8

5 , 1 0 5

4 , 4 9 3

    4 0 0 0   3 , 4 9 3 - ―――- - ―
2 , 9 9 1

    3 0 0 0   2 , 6 3 3  ' - ―――
2 , 1 7 5

  2 0 0 0  ] , 5 4 7 _  - -  -  ― ― -
1 0 8 1 '

1 0 0 0 ーーーーーーー.  -  ― ― ―

               一 _ 8 5 _ l l T u F 1 8 5 - 2 l F  2 4 3 2 5 4 2 7 5 2 8 9 2 9 9 3 2 1 3 3 7 3 4 6 3 5 4 3 5 9
           〇 — - w — b i e B w a m m w 一m m B B g i i a a § a B s s a s l i s a

                1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5

( 年度）

・地盤保証制度事業

会員はI H I O 地盤保証制度が利用できます。

住宅がいくら実しいデザインであっても、またいくら性能が良くても、地盤や基礎がしっかりしていなくては台無

しです。I  H  1 0 地盤保証制度は、住宅の不同沈下からお客様の住宅を守るために、2 0 0 1 年から始めた当協会の地盤保

°建築前に=  地盤の調査を行い、問題が生じた地盤には基礎仕様及び地盤改良工事等の対策工事を提案します。万が一、
不同沈下による損害が発生した場合でも完成引渡し日より1 0 年間、最高5 , 0 0 0 万円まで保証する安心の制度です。

詳しくは事務局へお問い合わせください。



( 一社）輸入住宅産業協会の会員と組織

¢ 款第3 条（1 = ! 的）

二の山んは、海外からのバ- ソケージで輸> 、されるf i 宅又は迂染矜お・の相ゴ秤改を制別に糊人して迂茫されるf i 宅並びに輸人迂染

汽材（以下1 ・輸人住宅等」という. , ）の我が㈤への增人峻ひ枚汝促進を拮極A りに図ることにより、消咎？? へびm ' u な住セウ) 供給. y t . i i

な選択肢の提供等国以牛活の向上に資するとともに併せて注宅イ: 力の允展に寄りする二とを| 」的とする

定款第4 条（市業）

この法んは. 前条のL I  A ' J を透成するため、次のT : 業をi i う：

  1 . 輪入f i 宅等の我が国への增人及ひ門及のための打允「n 衆

  2 . 輸人件宅等に問する情報の収X U A び提供幣業

  3 . 輪人f 上宅等に問すろ調否・研究事果

  4 . 1 1 1 1 等がh う輸ノ、件宅等の導人促進弛策に杓する協ノ J 事π

  5 . 前号に付帯すろ一切の事某

・会員種別

止会w 輪人〇? もの迂設・販・左¢ 業またはf ±宅m j の偏入・吸売牟芳を宮む法ノ、. 輪人比宅の二湘{ 茂器バン子リア、エクス+

 リア，ガー子' ' ニング等に係る屯叢を営む法ノ、、河外のa 計思想汝びラ・f つス々イルを批進才る法/ 、または|  π休であって一

本亡の目的に賛h して入公した者

 ドC 会π輪人f t 宅F  C 加盟企染で、正1 ?  W の拙敗によI ) 、この注ノ、の同的に位| n i して人亡したど

 賛助会β この法んの趣旨に賛同する法ノ、又は団休（法ノ、洛をf l しない巧台は回体のK 表軒）

協力会W  この法人との協力問f 系にあろi i 人もし く は| ' H 体でこの止んのE 的にはM して入！? したね

*  ノ、会及び退会に問しては堀事会の承認弗ポとなi ）ます. .

・各種委員会の概要

・総務委員会

 名・安π会を紀b するととb に，ポ粟什則/ } ' ・^ の

立案及ひ述パをf T います：

・企画広報委員会

輪人f _ i : 宅の乳及W 進に除ろl i 、服・啓宝事某。ハ' ，:

粟及び迎^ 。品報父拘が芯・調i 〇[ 究屯スの立菜

及び迎宮をけいます

・品質向上委員会

輪ノ、〇：セにr a 迎する士坦の控‘、？に面る汽采・低

吟すぼの立案戊び述瓦品’口保証，x ンテナンス、

アフター寸ーピ7 、等に係る巧采. 指導| 1 T 某の立

克片び迎営：述築枝術の1 ，j  I : に係るポ弟の立免汝

び辿符を行います. : .

・ライフスタイル委員会

消岱者等に対して輪人f b : 宅の性能や豊かなS ら

し/ ; の皿解を深6 ' ，る取組み. . 吸・A i を叱進すろノ・、M

 のπ成と随を口的としたラでフスリイ，レフラ

ン十一| : | 」S P 1 卽ん』M り; | | 戊と問辿私での く案々

び通兒をけします. .

・住宅保証制度委員会

輸人f r もの辿拓にるたって、泊代ちからのf , - i - ' ）' f i （, | :

保を口的にf ±宅述丑の堪肪となる地於の, 岡む-

改以等をh ー・う2 j 協h 辿に| の地將m i | 度促でを

通・はしています.

・組織図

監事

事務局

委員長会議

総務委員会
企画広報

委員会

総会

( 正会員)

会長

副会長

理事会

正会員

F C 会員

賛助会員

協力会員

品質向上ライフスタイル住宅保証

委員会 委員会 制度委員会
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一般社団法人輸入住宅産業協会の企業行動規範

1 我々会g は、日本の住文化の一端を担うとの自党をもとに企菜・の社
会的J i t t を全うし. 消代六- からのW ' 柏の向ト・に努めるものとする. :

2 我々会h は、建築悶速法祖はもとより、労抛法取その他問速する法
規は厳に逍守するのとする。

  3 我々会M は、良? ¢ て- 迎切な伽烙の件・宅を供給するとの使命のもとに、
 控供する製品の品π保況、メンテナンス、アフクーサービスにわ企を期

于ろものとする：

  4 我ヤ会r ! は，処品の促供に当たっては，u 然・杜会叩| 克との調和並
びに福f | | : の向上に巧・与することに努めるものとする，

5 我々会昂は. 品’1 - . と技術の研m に努めつつ、過止な企茉餃争を

h ・って、相可の地位の向上に努めろものとすろ. . .

  6 我々会口は、価格・上法等の適切な爽示, 過切な広告・¢ ; 仏をh って、
消者に正し1 . ，帖報を促供すろちのとナる

  7 我々公R は、消什g からの苦仏・等の迅理に当たっては、それぞれの組
> を苧げて、迅速かつ誠爽に対応し. 頓客満足の允実を図るものとナる. :

 8 我々会πは、その社会・的u 汗を全うするため、閃係企某を含めて財
政S 盤の安全と迎令化に努・めるしのとする. .
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